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ソーシャルワーク機能向上研修アンケート結果 

 

 

※ 参加者 31名  回答者 28 名 

 

質問１ 今回の講演会に対する満足度はいかがですか。 

・非常に満足 10人（35.7%） 

・満足 17人（60.7%） 

・普通 1人（3.6%） 

・やや不満 ０人（0%） 

・不満 ０人（0%）    

 

質問２ 講演会の内容に対し、時間は適切でしたか。 

・長すぎる ２人（7.1%） 

・やや長い ４人（14.3%）  

・適切である 16人（57.1%） 

・やや短い ６人（21.4%） 

・短い ０人（8%） 

 

質問３ 講演会の内容は理解できましたか。 

・良く理解できた ４人（14.3%） 

・理解できた 22人（78.6%） 

・どちらとも言えない ２人（7.1%） 

・あまり理解できなかった ０人（0%） 

・理解できなかった ０人（0%） 

 

質問４ 今回の講演会は、今後のあなたの業務に役に立ちますか。 

・非常に役に立つ 10人（35.7 %） 

・役に立つ 17人（60.7 %） 

・どちらとも言えない １人（3.6%） 

・あまり役に立たない ０人（0%） 

・役にたたない ０人（0%） 

 

資料４－２ 
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質問５ 講演会や研修に参加しやすい時期や時間帯がございましたらお書きください。 

・午後３時以降（福祉センター） 

・今回の時間帯で丁度良い（生活支援課） 

・午前中は会議が多いため、午後が参加しやすい（福祉保健部管理課） 

・就業時間内であれば可能（社会福祉協議会） 

・午後（所属未記入） 

 

質問６ 今後受講したいテーマがございましたらお書きください。 

・災害時要配慮者支援について（福祉センター） 

・より具体的な地域への支援や多機関との連携事例等について（生活支援課） 

・地域アセスメントについて（社会福祉協議会） 

・ケース検討やロールプレイング等を通じて連携のスキルを学びたい。（社会福祉協議会） 

・住民参加に向けた具体的な取組や事例などについて（社会福祉協議会） 

・中央区でのソーシャルワーク実践について（基幹相談支援センター） 

 

質問７ 研修全体を通じてのご意見・ご感想がございましたらお書きください。 

・包括的なケアシステム、フォーマル・インフォーマル資源の活用など、これからの時

代に即した支援体制について、貴重なお話を伺えた。（福祉センター） 

・今回のような研修を通じて、共通の認識を醸成していくことで、連携の際に課題や目

標を共有しやすくなればと感じた。福祉分野に限定して考えるのではなく、経済、歴

史など関連付けて全体的にとらえないと原因は分からないし、根本的な解決につなげ

ていけないのではと思った。（社会福祉協議会） 

・行政側の各種制度設計に、ソーシャルワーカー（本区でいえば CSW）が拾い上げた課題

が反映されるように、改めてコミュニケーションを「密」にする必要があると感じた。

（所属未記入） 

・専門職としての意識向上とともに、包括ケアシステムへの住民参加の在り方を考えさ

せられた。同時に、分かりやすい取組や自身が必要と思われることを実施しやすい環

境整備ができるよう、様々な場で意見交換を重ね進めたいと思う。（基幹相談支援セン

ター） 

・地域住民と行政が分かりあえる社会、寄り添える社会について考えることができた。

（福祉センター） 

・行政と地域のつながりが今後さらに大切になることが理解できた。（生活支援課） 

・業務の中での様々な部署との連携や、住民の方の参加の依頼等、本日の講義を参考に、

日々の活動支援に活かしていけたらと思う。（生活支援課） 

・分かりやすい内容だった。福祉分野で働く者として、背景や環境、目指す方向が確認

でき、今後の職務遂行で役立てることができる。（福祉保健部管理課） 
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・またぜひ受講したい。（子ども家庭支援センター） 

・内容に対し時間が少ない。せっかくのテーマであるので、用意されていた講義の内容

についてもっと話を聞きたかった。（福祉センター） 

・おとしより相談センターにも高齢者以外の相談が多くなってきている（同居の子ども

のことなど）。今後地域を支えていくにあたり各々が縦割りでの役割ではいけないと改

めて思った。（所属未記入） 

・考え方の転換の必要性を改めて感じた。地域の住民の方をとりこむための様々な方法

をこれから考えていかないとと思った。また受講したい。（所属未記入） 

 


